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研究成果の概要（和文）： 

LMS (Learning Management System) は、学生がパソコンの前にいることを前提にして
いる。しかし、学生がパソコンの前にいる時間は限られている。もしも、LMS の端末を半
固定的端末であるパソコンから移動型端末である携帯音楽プレーヤーまで拡張することが
できれば、e ラーニングの可能性は大きくひろがる。携帯音楽プレーヤーを外国語教育用
LMS である WebOCM の移動型端末として位置づけ、より効果的な外国語 e ラーニング教
育をおこなうための拡張システムを開発研究した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
LMS (Learning Management System) makes it condition that the learner sits before a 
computer. However, the amount of time, the learner before a computer spends, is 
limited. If the terminal of the LMS can be extended from a computer as half-fixed 
terminal to a portable MP3 music player as mobile terminal, possibilities of e-learning 
increase. Therefore, we set up the portable MP3 music player as mobile terminal of 
WebOCM and researched on the extended system for a more efficient e-learning of 
foreign languages. 
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者は、これまで、ドイツ語 e ラー
ニング教材『CALLドイツ語』を制作したり、
外国語教育用 LMS (Learning Management 
System)である WebOCM のドイツ語辞書開
発研究 WG 総括責任者として、マルチメディ

ア辞書システムを開発したりしてきた。しか
し、この e ラーニング教材や LMS は、学生
がパソコンの前にいることを前提にしてい
る。しかし、学生がパソコンの前にいる時間
は限られている。しかも、学生の生活には細
切れの空き時間がたくさんある。この細切れ
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の時間は、単に、外国語学習の短い教材の学
習に使えるばかりではなく、外国語学習に必
要な繰り返し学習に適している。そのために
は、e ラーニング教材や LMS の端末を半固
定的端末であるパソコンから移動型端末で
ある携帯音楽プレーヤーまで拡張すればい
いのではないか。これが本研究の出発点であ
った。 

 もちろん、e ラーニング教材や LMS の拡
張には、携帯電話を応用する方法も考えられ
た。しかし、この方法には次のような問題点
があった。 

・パソコン用 e ラーニング教材を携帯電話で
表示・動作させるには、大幅に作り変えな
ければならない。また、携帯電話では、機
能が制限される。 

・パソコン用の LMS は携帯電話では使えな
い。携帯電話用の LMS を新規開発しなけれ
ばならない。 

・携帯電話での Web ページ表示や音声教材
受信には高い料金がかかる。 

・パソコン用 e ラーニング教材の一般的 MP3

音声ファイルが使えない。 

・音質が悪い（固定電話でも量子化ビット：
7 ビット、サンプリング周波数：8kHz）。
既修得言語の音の識別には十分ではあって
も、未修得言語の音の習得には不十分であ
る。 

 そこで、携帯電話ではなく、携帯音楽プレ
ーヤーを応用する方法で開発研究を進める
ことにした。つまり、本研究は、 LMS

（WebOCM）の端末を半固定型のパソコンか
ら移動型の携帯音楽プレーヤーへと拡張し、
LMS がパソコンでの学習ばかりではなく携
帯音楽プレーヤーでの学習までを一貫管理
する方法を開発研究することにした。 

 

２．研究の目的 

 LMSは、学生がパソコンの前にいることを
前提にしている。しかし、学生がパソコン
の前にいる時間は限られている。しかも、
学生の生活には細切れの空き時間がたくさ
んある。この細切れの時間は、単に、外国
語学習の短い教材の学習に使えるばかりで
はなく、外国語学習に必要な繰り返し学習
に適している。もしも、LMSの端末を半固定
的端末であるパソコンから移動型端末であ
る携帯音楽プレーヤーまで拡張することが
できれば、eラーニングの可能性は大きくひ
ろがる。すなわち、電車のなかもeラーニン
グの空間となるし、少しの空き時間もeラー
ニングの時間となる。特に、外国語学習では、
短時間でもひとまとまりの学習が完結でき
る。逆に、短時間でも繰り返し学習をするこ
とが効果を生む。 
 携帯音楽プレーヤーを外国語教育用 LMSで
ある WebOCM の移動型端末として位置づけ、

より効果的な外国語 eラーニング教育をおこ
なうための拡張システムを研究する。 
 

３．研究の方法 

 本研究では下記の項目について順次開発
研究していく： 
(1)ID3v2メタデータの登録方法および表示
形態（PCの画面と携帯音楽プレーヤーの画
面）について実証実験をおこないながら研
究する。LMS (WebOCM) 内の教材データのう
ち何を音声ファイルの ID3v2タグのうちど
のタグに登録すべきかを明確にし、最も単
純な登録方法を究明する。 

(2)RSS 2.0ファイルの構成方法、アップロー
ド方法、アクセス方法について実証実験を
おこないながら研究する。外国語教育用 LMS
→PC→携帯音楽プレーヤーをつなぐ最も合
理的な方法と外国語教育にとって重要なタ
グを明確にする。 

(3)モデル・コースウェア（ドイツ語教材）
を作成する。LMSと関連づけられた親教材
から教材 HTMLファイルと教材 MP3ファイル
を選び、そのファイル情報を RSS2.0に記し、
さらに当該 MP3ファイルの ID3v2メタデー
タに教材 HTMLのデータを登録する方法で
開発研究していく。 

(4)モデル・コースウェアを使用する学習者
の実態を調査しながら、[1]LMS→学生 PC→
携帯音楽プレーヤーへの教材配信の問題点、
[2]ID3v2メタデータや RSS 2.0データの問
題点、[3]学習効果について検証しながら、
この拡張システム全体の問題点を明らかに
する。 

(5)拡張システム・教材（コンテンツ）・教
授法（メソッド）を調整し、LMSと携帯音
楽プレーヤーを連携させたインストラクシ
ョナル・デザインを策定する。 

 
４．研究成果 
(1) 平成 20 年度は、教員 PC→LMS→学生 PC
→携帯音楽プレーヤーへと音声ファイルを
送信するさいの ID3v2メタデータについて研
究した。主要携帯音楽プレーヤー間で互換性
があるタイトルデータ（<title>タグデータ）、
教材名データ（<album>タグデータ）の使用
方法、互換性がない文字テキストデータ
（<song>タグデータ＝「歌詞」タグデータ）
の応用的使用方法を開発・研究した。 
(2) 平成 21 年度は、教員 PC→LMS→学生 PC
へと RSS 2.0によって教材情報を送信するさ
いの RSS 2.0データについて研究した。また、
主要携帯音楽プレーヤーの管理ソフトウェ
ア上でも、<description>タグによって、授
業案内ばかりではなく、授業で使用するテキ
ストそのものも登録・表示できること、
<enclosure>タグによって、音声ファイル、
画像ファイル、PDF ファイルなどへのアクセ



 

 

スデータ(URL など)を登録・表示できること
を実験により明らかにし、教材の仕様を策定
した。 
(3) 平成 22 年度は、モデル・コースウェア
（ドイツ語教材）のベータ版を作成すること
によって、携帯音楽プレーヤーを用いた拡張
システムが実際にどのように機能するかを
研究した。音声とテキストを再生・表示でき
る携帯音楽プレーヤーを生かして、ドイツ語
音声とテキストとを組み合わせた練習問題
形式の教材とした。正答は、連続する音声フ
ァイルに音声データおよび ID3v2メタデータ
として登録した。これによって、学習者は漫
然と音声を聞き流すのではなく、主体的に取
り組むことになる。また、正答を直後の音声
と表示テキストによって確認できる。RSS 2.0
データとして練習問題の文字テキストおよ
び解説テキスト、また、音声ファイル情報、
関連する画像ファイル、PDF ファイルなどへ
のアクセスデータ(URL など)を登録した。こ
れによって、携帯音楽プレーヤーを用いた拡
張システムが十分に有効であることが実証
された。 
(4) 平成23年度は、モデル・コースウェア（

ドイツ語教材）を使用する学習者の実態を調

査しながら、①LMS→学生PC→携帯音楽プレー

ヤーへの教材配信の問題点、②ID3v2メタデー

タやRSS 2.0データの問題点、③学習効果につ

いて検証した。①については、学習者は、自

分の携帯音楽プレーヤーに合った配信方法を

使いこなしていた。スマートフォン型プレー

ヤー（iPod touchを含む）を所有する学習者

は、LMSから直接スマートフォン型プレーヤー

へ教材をダウンロードしていた。教材配信に

ついては問題ないこと、そして新たにスマー

トフォン型の教材配信も可能であることが明

確になった。②については、Windows Media 

PlayerがVersion 12からID3v2<song>タグを

サポートしなくなったこともあり、同じ教材

データをID3v2メタデータおよびRSS 2.0デー

タとして登録しておく冗長化の重要性がより

明確になった。また、PCでの学習用に作成し

たPDF版教材データが、PCばかりではなく、ス

マートフォン型のプレーヤーでも利用できる

ことも明確になった。③については、確認テ

スト（どの文が出題されるか分かっている聞

き取り穴埋め問題）では、ほぼ全員が満点を

取っていた。携帯音楽プレーヤーをLMSの移動

型端末と位置付ける拡張システムが十分な学

習効果を有することが明らかになった。この

検証をうけて、拡張システム・教材（コンテ

ンツ）・教授法（メソッド）を最終調整し、

LMSと携帯音楽プレーヤーを連携させたイン

ストラクショナル・デザインを策定した。 
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